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第110期 中間報告書
株主のみなさまへ

証券コード：5851
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親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

業績ハイライト



　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼
申しあげます。
　第110期（2021年12月期）中間報告書をお届けするに
あたり、ごあいさつ申しあげます。
　リョービグループは「技術と信頼と挑戦で、健全で活力
にみちた企業を築く。」を企業理念とし、その具現化を進め
ております。お客様や社会のニーズに応え、独創的で高品
質な商品やサービスを創造し、提供することにより、かけ
がえのない存在になることをめざしております。
　また、コーポレートガバナンス、安全衛生、環境保全や
コンプライアンスなど、CSRにおける諸活動を強化すること
で、今後もCSR経営の充実に努めてまいります。
　足元では世界的な半導体不足の長期化など、サプライ
チェーンリスクの顕在化によって、特に自動車産業など製

造業への影響が懸念されています。一方で、気候変動や
地球温暖化に対する世界的な取り組みが加速する中で、企
業にはこれまで以上に社会的な責任や変革が求められてい
ます。こうした中で当社グループは、事業活動を通じた社
会課題の解決に貢献し、先を見据えた技術開発や人材育成
によって、持続的な成長を目指してまいります。
　当社は中長期的に連結業績の向上を図り、成長投資と株
主の皆様への安定した利益還元の維持を基本にしておりま
す。当期の配当につきましては、1株あたり年間配当金35円

（中間配当金10円、期末配当金25円）を予定しております。
　株主の皆様には引き続きご理解とご支援を賜りますとと
もに、今後とも末永くご愛顧をいただきますようお願い申し
あげます。

　当第2四半期連結累計期間（2021年1月1日～2021年
6月30日）の業績は前年同期間に比べて増収、増益となり
ました。売上高への影響として、世界的な半導体不足によ
る自動車の減産等がありましたが、新型コロナウイルス感
染症のワクチン接種拡大による景況感の改善や自動車販売
の回復、また原料（アルミ）価格上昇分の販売価格への転
嫁もダイカスト事業での増収要因となりました。一方で原料
価格の上昇は、販売価格への転嫁が後追いになることが利
益の下押し要因にもなりました。
　人民元高による調達コストの上昇が減益要因となった住
建機器事業は前年同期に比べて減収、減益となり、印刷

機器事業では増収、減益でした。
　当第2四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計
年度末に比べ113億91百万円増加し、2,700億51百万
円となりました。増加は主にたな卸資産54億9百万円、現
金及び預金43億3百万円、有形固定資産12億38百万円、
投資有価証券11億42百万円等によるものです。その一方
で、減少は受取手形及び売掛金16億99百万円等がありま
した。
　2021年12月期通期の連結業績予想については、原料
価格の上昇傾向が第3四半期以降も続くことを見込んでい
ますが、前年同期間に比べると増収、増益の見通しです。

代表取締役社長

　2021年3月に東京ビッグサイトで開催された「第27回建築・建材展2021」に出展
しました。建築・建材展は、建築関連の企業が幅広く出展する見本市で、開催規模は
国内最大級です。139社が出展し、4日間を通して39,537人の方が来場されました。
　展示会の様子を撮影した動画を当社のホームページで配信する初の試みを実施し、
会場に来られないお客様にも当社の展示内容を知っていただけるような取り組みを行い
ました。また、ドア開閉装置「RUCAD（ラクアド）」と人感センサー、タッチレスキー
をシステム連動させることで、非接触による入退室を体感していただきました。来場者
からは、当社商品の快適性や利便性に対して高評価をいただくことができました。

決算概要

2021年8月

システム連動による非接触のドア開閉を体感

TOPICS トピックス
TOPICS

１

技術と信頼と挑戦で、
健全で活力にみちた企業を築く。

「第27回建築・建材展2021」に出展
（2021年3月9日～12日）

株主の皆様へ



　当社のフラッグシップモデル「GEOPRO（ジオプロ）シリーズ」に
重量180kgの大型ドアでも軽く開いて安定した速度でしっかりと閉
まるコンシールド ドアクローザ「GC-6V/GCS-6V」が加わりました。
本体をコンパクトにしたことや、ドア内部に本体を取り付けるコンシー
ルドタイプのため、ドア周りの見た目をすっきりとさせることができます。
主に劇場や結婚式場
のホール、薄型ドア
などに採用されてお
り、建物の利便性や
意匠性の向上に貢献
しています。

　トヨタ自動車株式会社様が２０２１年８月に発売された、新
型「ランドクルーザー」のディファレンシャル部品の一部
に当社のアルミダイカスト製品「リテーナ―」が採用され、
２０２１年４月より納品を開始しています。リテーナーは当社
開発のＧＤスクイズ工法で、コストダウンと品質信頼性向
上に寄与し、トヨタ自動車株式会社様よりプロジェクト表彰

「技術の部」を受賞することができました。
　ダイカスト製品は、軽量かつ耐久性に富み、リサイクル
性に優れ、省エネルギー、省資源の環境面からも注目され
ています。特に、軽量化により低燃費をめざす自動車にお
いては、当社のダイカスト製品が数多く採用されています。

　大型印刷機RMGT10シリーズのグレードアップモデル、菊全判サイ
ズ（用紙幅1,020㎜）1020V2モデルと、Ｂ１サイズ（用紙幅1,060
㎜）1060モデルを2021年5月に販売開始しました。今回のグレード
アップモデルは、チラシ、パンフレット、ポスターなどの商業印刷と、
食料品、化粧品、医薬品などのパッケージ印刷に対応した数々の新
しいテクノロジーを搭載しました。
仕事の切り替え時間短縮、生産
スピードの向上、印刷の自動運
転化を進めるとともに、操作画面
やデザインの見直しを行い、操作
性を一段と高めています。

　2021年5月から７月にかけて開催された、公益社団法人自動車技術会主催の「人
とくるまのテクノロジー展2021 オンライン」に出展しました。本展示会は、国内最大
の自動車技術展をWEB上でも体感できるよう今年から新設され、447社が出展しま
した。「アルミダイカストは地球環境にやさしい技術～For Sustainable Mobility～」
をテーマに、独自開発のバッテリーケースやeアクスルケースといった電動化車両部品
や軽量化ニーズに応えるボディシャシー部品などを紹介し、当社のブースには開催1週
間で約800人の来場者がありました。

電動化や軽量化に応えるダイカスト製品をオンラインで展示

ダイカスト事業

住建機器事業 印刷機器事業

GDスクイズ工法適用による高品質化
ダイカスト製品の採用例「リテーナー」
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大型ドアを安定した速度で確実に閉める
コンパクトなコンシールド ドアクローザ新発売

チラシ、パンフレット、ポスター印刷からパッケージ印刷まで
生産性を大きく向上したグレードアップモデルを発売

TOPICS

2

BUILDERS' HARDWARE PRINTING EQUIPMENT

DIE CASTINGS

リテーナー

売上高構成比

86.0％

売上高構成比

4.7％
売上高構成比

9.2％

パッケージ印刷に対応するニスコーティングユニット搭載
B1サイズ6色機1060LXモデル

「人とくるまのテクノロジー展2021 オンライン」に出展
（2021年5月26日～7月30日）

事業の概況
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

会社情報／株式情報
会社概要

役員

代 表 取 締 役 浦 上 彰
取 締 役 （ 社 外 ） 大 岡 哲
取 締 役 （ 社 外 ） 山 本 裕 二
取 締 役 鈴 木 隆
取 締 役 望 月 達 由
取 締 役 （ 社 外 ） 伊 香 賀 正 彦

社 長 浦 上 彰
執 行 役 員 鈴 木 隆
執 行 役 員 望 月 達 由
執 行 役 員 坂 本 禎 造
執 行 役 員 浦 邊 寛
執 行 役 員 清 水 太 一
執 行 役 員 藤 井 和 彦
執 行 役 員 有 廣 弘
執 行 役 員 谷 藤 英 樹

常 勤 監 査 役 滝 埜 義 巳
監 査 役 （ 社 外 ） 荒 井 洋 一
監 査 役 （ 社 外 ） 畑 川 高 志

（2021年6月30日現在） 

発行可能株式総数	 100,000千株

発行済株式の総数	 32,646千株

株主数	 7,992名

株式の状況

大株主

株式分布状況（所有者別）

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 2,085 6.44

菱工会持株会 1,891 5.84

明治安田生命保険相互会社 1,860 5.74

第一生命保険株式会社 1,613 4.98

株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 1,469 4.53

CREDIT SUISSE AG HONG 
KONG TRUST A/C CLIENT 1,467 4.53

日本生命保険相互会社 1,248 3.85

公益財団法人浦上奨学会 1,162 3.58

株式会社三菱UFJ銀行 1,043 3.22

三井住友信託銀行株式会社 700 2.16

（注）持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
期末配当金受領株主
確 定 日 12月31日

中間配当金受領株主
確 定 日 6月30日

定 時 株 主 総 会 毎年3月
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
証 券 コ ー ド 5851
公 告 の 方 法 電子公告  https://www.ryobi-group.co.jp/

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取請求、その他各種お手続きにつきまし

ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）
にお問合せください。

2.  特別口座に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託
銀行でお受けしますので、上記の連絡先にお問合せください。

3.  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

社 名 リョービ株式会社
創 立 年 月 日 1943年12月16日
資 本 金 184億72百万円
社 員 数 7,340名（連結）

取締役

執行役員

監査役

ホームページのご案内

https://www.ryobi-group.co.jp/

当社の会社情報や最新のIR
情報などをご覧ください。

リョービ

32,646千株
7,992名

合計

事業会社・その他法人 170名
3,437千株
（10.53％）

外国人 177名
7,182千株
（22.00％）

金融商品取引業者 37名
325千株 
（0.99％）

金融機関 36名
14,749千株 
（45.18％）

個人・その他 7,572名
6,953千株
（21.30％）

本　　社　〒726-8628 広島県府中市目崎町762
　　　　　TEL（0847）41-1111
東京支社　〒114-8518 東京都北区豊島5-2-8
　　　　　TEL（03）3927-5541


